

































































































































































いる (M.Friedman，“The Role of Monetary Policy': The American Economic 
Review， March 1968， vol. LVII， no. l.pp.1 ~17) が，この指摘自体ケインズ派の理
論的限界を指摘するためのものであった。
(6) この事態の説明は上掲書， N.カルドア『マネタリズムの罪過~ (14~15頁)によ
くまとめられた形でなされている。
(7) 拙著 r価値・貨幣および、所得の理論~(下巻)新評論，1979年. 215~217頁参照。
(8) M. Friedman， The Counter-Revolution in Monetary Theoη" 1970.p.24. 





M. Friedman， The Quantity Theoη 0/ Money. A Restatement， 1956であろう
が，他にも，貨幣数量説の正当性を実証しようとする研究には， M. Friedman & 
D. Meiselman，“The Relative stability of Monetary Velocity and Investment 
Multiplier in United States (1897-1958)ぺinStabilization Policies， 1963.や M.
Friedman & ].L.] ordan “Monetary and Fisical Action; A Test of Thier 
Relative Importance in Economic Stabilization， Federal Reserve Bank 0/ St， 





( 2 ) マネクリストとケインジャンの経済学の基本的公理について
(I) マネタリストの基本的公理の摘出
アメリカ・シカゴ学派のM.フリードマンやA.].シュヴァルツを中心とする
マネタリストたち(例えば， D. 1.ファンド， H.G.ジョンソン， L.C.アンダー












































































































































































































異なることを理論的・実証的に克明に分析している (N.カルドア，上掲書， 70~89 
頁参照)。
(1) D.I.Fand，“A Monetarist Model of the Monetary Process"， Journal 01 
Finance， May 1970. H.G. Johnson，“Recent Developments in Monetary Theory 
-A CommentaryぺinMoney in Britain， 1959-1969 ; ed. by D.R. Green & H. 
G. Johnson， 1970. L.C. Anderson &].L. Jordan，“Money in a Modern Quantity 
Theory FrameworkぺFederalReserve Bank 01 Louis， Review， December 1967. 
R.E. Lucas，“Expectation and the N ewtrality of Money， Journal 01 Economic 
Theoη， 4， 1972， pp. 103-124. R.E. Lucas & T.]. Sargent “After Keynsian 
Macroecononics"， inAjter the Phillips Curve: Persistence 01 High Injlation 
and High Unemployment， pp. 47ー 72.Conference Series no.l9， Boston， Federal 
Bank of Boston. T.].Sargent & N.Wallas，“Rational Expectation， the Optimal 
Monetary Instrumemt and Optimal Money Supply Rule，“Journal 01 Political 
Economy， 1975， vo1.83， no.2， pp.241-254.等参照。
(2) これらの要約については，特に以下の文献を参照しながら，われわれなりに分










(6) M. Friedman， A Program lor Monetary Stability 1960.加藤寛孝『マネタリス
トの日本経済論』日本経済新聞社，昭和57年9月，第2章(7)等参照。
(7) M.Friedman，“Rediscovery of Money.Discussion"， American Economic 
Review， May 1975， pp.178-180. 
(ω附8紛) M. Frie吋【dman叱1，
Re白su叫Iltぬsぺi泊nThe C印沙加tがimum，1959. p.113. 
(9) この点の考察は今井譲，上掲書.4-11頁参照。また R.J.Gordon，Milton Fri・'ed.
man包MonetaryFramwork， 1974， p.140. 
側 M.Friedman， Capitalism and Freedom， 1962， ch.5. 
(11) M. Friedman， Dollers and Deliciお， 1968.
ωM. Friedman，“Monetary Theory of N ominal IncomeぺJournal01 Political 
Economy， March/April， 1971， p.326. 
M. Friedman“Interest Rates and Demand for Mon巴y"，in The Optimum， 
1966. 
ωM. Frie吋dman凡lし，










Toωards A Dynamic Economics， 1948. =平均および限界資本係数の理論，加速
度原理，成長モデル，景気変動メカニズム(乗数理論と加速度原理の結合)0E.D. 
Domar， Esseys in the Theory 01 Economic Growth， 1957. =産出係数原理，投資
の二重効果，投資乗数と産出係数の統合による均衡成長政策理論の樹立。 P
Samuelson， Economics， 1967. Foundations， 1947. = i比較静学」と「動学的安定
条件J. および，その結合としての「対応の原理J. 新古典派的総合の理論。 N.
Kaldor， Essays in Economic Stability and Gヤowth，1960.=所得分配率の変化に
- 16ー
よる短期・長期の均衡成長機構の解明， J.R. Hicks， Volue and KaPital， 1939.= 
各種均衡の相互関係，IS-LM分析，動学と静学の経済学的意義，資本蓄積と分
配機構，賃金率の外生変数性等。
(15) この点については特にヒックスの主張が明解である。J.R. Hicks， ibid， (I)， ch. 














子率，py=平均物価(坐γ=持物価上昇率(所与)， :yeニ持、実質利子率， ¥ pyJ .J ''''' 
(所与)， Crニ実質消費額，Ir=実質投資額，Yト=実質国民所得， Mb=貨幣需要
;:eー ILlYr¥e額，Mら=貨幣供給額(政策変数)， Sr=実質貯蓄額，ge=¥τ) =予想実質所
得成長率， (なお，ここで 6はすべて予想値を示す)。
一 IL1 Y'¥ e ~ _ _-;-
(注1) フリードマンは，i=k+ ¥γ) 一ここでk=reイーとしているの
I刈，、 e








(1) Mら=M'n..・H ・..・H ・...・H ・....・.，.貨幣需給均衡式
(2) M'n= Y' f (i) ……H ・H ・...・H ・..…貨幣需要関数 1 
ー(注~ 1 
(or M'n=kYγ(iけ |貨幣部門













(5) Cr=Cr(巴，y) ・H ・H ・..・H ・..・H ・消費関数 、l実物経済
(6) lr=lr(r) ….，.・H ・...・H ・H ・H ・..……投資関数 } 
|部門モデル






































































































(1) M. Friedman，“A Monetary Theory of N ational Income ':Journal 01 
Political Economy， March/ April， 1971， pp.323-327. 
(2) ]. Tobin & W.C. Brainard，“Pitfa11s in Financial Model Buildingぺ(1968)
Essays in Economics， Vo1.， 1970，pp.352-377. 
]. Tobin，“A General Equilibrium Approach to Monetary Theory"， (1969) 
Essays in Economics， V 01.， 1971， pp.322-338. 
(3) 今井譲『マネタリズムの政策と理論』日本経済新聞社，昭和59年 3月，特に第
l章の 3，4， 5，および第5章を参考にさせて頂いた。
(4) M. Friedman，“A Monetary Theory of National Income"， Journal 01 Politi-
cal Economy， March / April， 1971， pp.326-330.なお，この点、についてはR.マ
ンデルの補足的説明が役立つ(R.Mund巴1，“Inflationand Real InterestぺJournal




ある (D.D.Purvis，“Monetarism: a ReviewぺCanadianJournal 01 Economics， 
February 1960， p.99) 




















































































1 _ 1-.'1 .. る貨幣需要，すなわちV
b































































































































































(1) M'n = ity巴+AF---……・ … ・貨幣需要構成式(流動性選好関数)
ここで， M'n=貨幣需要額， k=マーシヤルの k，ん=平均物価， MS=投機用貨
幣需要額







(つまり，ケインズ的な variablek')となる。従ってまた， M'n=L(tyY" L) = 
「流動性選好関数」でもある。
(2) MS=φ(i)・H ・H ・-…H ・H ・..…H ・H ・....…投機的貨幣需要関数
ここで，i=貨幣の需給によって社会的に決定をみる均衡名目市場利子率
側一

















(5) Mら=M'n .・ H ・H ・H ・.・ H ・..・ H ・.・ H ・-貨幣需給均衡式




(7) T= T(t)・H ・H ・-…… H ・H ・-…....・ H ・-…技術関数
ここで，t =時間，よってTはとりあえず時間 tの関数と考える。
δ~K~ ω 悩











1次同次であれば，オイラ}の定理によって，巴=ai~LD+ δ((1 一μ;ks 〕
- 32-
ay， θYr (1一μ)Ksでなければならぬ。にもかかわらず，現実には巴=ー;rLD+一一aιDδ'Ks 







aK~ よって，この①式と②式とから， τ7i=了 (1-a.μ)となる。
υ'.J..."D t 
LD :::;， ItyKS (9) ル=Y
r
ω+-77i・H ・H ・..・ H ・.・ H ・-生産費構成式
側 ty二 tf ・H ・H ・..・ H ・-…....・ H ・..・ H ・-・・生産物の価格・費用均衡式
一鈎





(12) K s = f K(i +ゐ，ty， き。Yrt-n) ……既存(旧)資本供給関数
ここで，z=Ksに影響を及ぼすと考えられる遡及年数
(13) LsニfL (w'， ty， N)・H ・H ・-… H ・H ・-…労働供給関数
ここで，N=生産人口(就業可能人口)， Ls=労働供給量(就業人口と考えて
もよい)
(1心 NニfN(t)・…...・ H ・..・ H ・...・ H ・..・ H ・-生産人口関数
- 33-
間 e=ト会 失業率 (e )の定義
ここで，e=失業率
(16) ぁYr(=Y') =S'+O' ....・ H ・..・ H ・-国民所得構成式
ここで，S'=民間貯蓄額，C'=民間消費額
(17) S' =S(ゐ，Yr， i， w) ・H ・H ・.・H ・...貯蓄関数
逆に消費 C の方から考えれば，C'=C(ん，Y'， i， w)……消費関数，とな
る。









(20) D'=I'+C'・…..・H ・..・H ・..・H ・..…民間有効需要構成式
ここで，D'=民間有効需要額




生変数が MD' Py， Y'， MS， i， 
T，ω， Ph Ls， N， 
Mら，B'，μ， Ks， LD' 











(1)' Mら=JiPyYrf(i) .・H ・-…H ・H ・-…・貨幣需要関数
もしくは MD = Y' 12(i) .・H ・.(3)のモデル(2)を参照〕

























































































(2) H.G. Johnson， lnflation and the Monetarist Controversy， 1972.邦訳，『ケイン
ジャンーマネタリスト論争ーインフレーションの経済学一~ (鬼塚雄丞・氏家純
一・共訳)東洋経済新報社，昭和55年， 74-83頁参照。
(3) J .Tobin，“Money and Income， Post hoc ergo propter hoc ?"， Quarterly Jour. 




論証したものとして， J.R.Hicks， “Monetary Experience and Theory of 
MoneyぺinEconomic Per.ゆectives，(Oxlord， 1977)をあげている。

















U5) E.D. Domar，“Capital Expansion， Rate of Growth and EmploymentぺEcono-
metrica， April 1946， pp.140-141. 
(16) N.カルドア，上掲書， 104-105頁。
(17) 拙著『価値・貨幣および所得の理論~(上)新評論， 1979年， 59-68頁参照。
帥K.Wicksell， Geldzins und Guter-preise， 1889.一，Uber Wert， Kapital und 
Rente， 1893. -， Verlesungen uber National o'konomie aul Grundlage des 
MarginalPrinzipes， 1913. 
なお，モデルの構築については，拙著，上掲書(下)， 12ー 22頁参照。
帥 L.Walras，Elements 01 Pure Economics， 1874. 
なお，モデルの構築については，拙著，上掲書(上)， 332-334頁参照。
側 A. Marshall， PrinciPles 01 Economics， 1890. 拙著，上掲書， 335-403頁参
照。
(21) 拙著，上掲書， 319-331頁参照。
(2) A. Leijonhufvud， On Keynesian Economics and The Economics 01 Keynes， 




(幼 D.パテインキン『貨幣，利子，および価格~ (貞木展生訳)勤草書房， 14-16頁。
特に拙著，上掲書(下)， 49-51頁参照。
(25) ].M. Keynes， The General Theoη01 Employment， Interest and Money， 1936. 
特にモデル化については，拙著，上掲書(下)， 185-190頁参照。
(26) R. Clower，“The Keynesian Counter-revolution : A Theoritical Appraisal" 
-39-
The Theory 01 Interest Rate. 1965. 
D.Pa加刷抗州ti凶r
(幻27) J，P. Bena剖s勾y，“ANeo-K王eyne白sianModel of Price and Quantity Determina-
tion of Disequilibrium"， Equilib仰 mand Di~equilib仰m in Economic Theory， 
1977. 
仰)根岸隆『ケインズ経済学のミクロ理論』日棒経済新聞社，昭和5年， 67一73
頁。
(29) 拙稿「ケインズ体系における価格変動と第 1公準の基本的性格について」富山
大学教育学部紀要，第29号，昭和56年， 23-33頁参照。

